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＜注意事項＞ 
 
1. “始め”の合図があるまで、本冊子を開かないこと。 
2. 答案用紙に、必ず、受験番号を記入すること。 
3. 大問 5 題中、4 題を選択して答えること。 
4. 大問 1 題につき 1 枚の答案用紙を使用すること。 ただし、表側に書ききれない場合は、裏側

に記載しても良い。答案用紙 2 枚にわたって書かないこと。 
5. 答案用紙提出後、試験監督の指示があるまで退出せず、着席していること。 
6. 問題用紙は回収するので机の上に置き、持ち帰らないこと。 



問題１ 

 
(1) 次の微分方程式を解け． 
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(2) 次の連立微分方程式を解け． 

32
3

2
2

321
1

2

yy
dx
dy

y
dx
dy

yyy
dx
dy

−=

=

−+=

 

 
 
 



問題２ 

 

Wをz = 0，z = exp (x 2 + y 2)，x 2 + y 2 = 1，x 2 + y 2 = 2 で囲まれた三次元領域とする．また，F = (4 x 
– x y) i – y j + y z kをベクトル場とする．ここで i，j，kはそれぞれx，y，z方向の単位ベクトルで

ある． 
 
 
(1) W の体積を求めよ． 

 
(2) divF を求めよ． 

 
(3) W から流出するベクトル場 F の流束を求めよ． 
 
 

 



問題３ 

 

(1) 放物面 22 yxz += 上の点 ),,( 22 baba + における接平面を求めよ． 

 

(2) 放物面 22 yxz += ，円柱面 ( ) 11 22 =+− yx ，および(1)で求めた接平面で囲まれる立体の体

積 V を求めよ．ただし，この立体は円柱面 ( ) 11 22 =+− yx の内側にあるものとする． 

 
(3) (2)で求めた V の最小値を求めよ． 
 
 

 



問題４ 

 

(1) Aの固有値と固有ベクトル(ノルム 1)を求めよ｡ 
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(2) nA を求めよ｡ 

 

 



問題５ 

 

次の問いに答えなさい。  

(1)確率変数 n21 X,,X,X  は独立であり、同じ確率分布(平均 µ 、分散 2σ )に従うものと仮

定する。 
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について、 2S の期待値 ( )2SE を µと 2σ を用いて表せ。 

なお、 

∑
=

=
n

in 1
iX1X  

  である。 

 

(2)確率変数X が一様分布 ( )1,0U  に従うとき、次の関数で表される変数Y の確率密度関数g(y)

を求めよ。  
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